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【メモ欄】

<取り組んだ課題> 

・ヒヤリハットによる皮下出血件数が多く、発生部位 

も似かよることから、皮フの弱くなった高齢者にと 

って、適切な移乗方法が実践されていないのではな 

いかと考えられた。 

 <具体的な取り組み> 

・ヒヤリハット用紙を活用し部位、発生場所を明記 

  する 

 ・皮下出血を発見した場合ヒヤリハット用紙に記入し、

情報の共有を図る 

 ・内部研修の実施 

   １、基本的な移乗介助方法の再確認 

   ２、ぶつけやすい身体部位を想定し個々にディ 

スカッションする 

   ３、皮下出血予防対策の検討 

 ・皮下出血防止対策 

   １、個人に合わせた車椅子の見直し 

   ２、アームウォーマ・レッグウォーマの装着 

   ３、各利用者に合わせた移乗方法の取り組み 

   ４、ヒヤリハット用紙について、対応策実施後 

     その有効性について１０日後にカンファレン 

スにより再検討を行う 

<活動の成果と評価> 

 ・研修前皮下出血件数→４５件（５ヶ月間） 

 ・研修後皮下出血件数→３８件（５ヶ月間） 

 ・ヒヤリハット用紙を活用し皮下出血部位を表記する

  ことにより情報の共有が図れた 

 ・研修後 

   ①皮下出血に対して職員の注意が高まった 

   ②検討→実施→再検討と繰り返す事により 

    日常的に観察するようになった 

   ③職員各々のアイディアを通じて予防対策を 

    考える機会ができ、一体となって取り組む 

    姿勢がもてた 

   ④移乗時の怖さを体験したことで移乗時により配

慮するようになった 

<今後の課題> 

・各利用者への移乗方法の応用 

・移乗介助時以外で出来た皮下出血に対しての原因への

 取り組み 

・「再発防止」ではなく、「予防対策」への取り組み 

<参考資料など> 

・おはよう２１

今回の発表の施設 

またはサービスの 
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